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鹿田遺跡第 6次調査出土種子の分析
岡山大学環境理工学部助教授  沖   陽 子

鹿田遺跡第 6次調査°)で
出土した種子の分析結果を以下に一覧表の形で掲載する。

出土種子一覧表

遺構番号 科 :種名 (属名) □ :多量に出土 IJ:やや多く出土

土 墳  1 カヤツリグサ科 :ウ キヤガラ ウリ科 :ヒ ョウタン

土装 1下 層

弥生後期末～

古 墳 初 頭

カヤツリ

タデ科 :

クワ科 :カ ナムグラ

カタバ ミ科 :カ タバ ミ

スベ リヒユ科 :ス ペ リヒユ

スゲ属 シツ科 :ト ウバナ

キク科 :タ カサブロウ

ミカン科 :サ ンショウ

ナス科 :ク コ

セリ科 :セ リ科 sp

土  城  4
弥生後期末～

古 墳 初 頭

イネ科 :イ ネモミ,コ ツブキンエノコロ カヤツリグサ科 :ス ゲ属 ,カ ヤツリグサ属 ,カ ヤツリグサ科 sp

タデ科 :オオイヌタデ|イ ヌタデIE互 狂謝,芝 貴 _ジ属百 ジギジ7ヌ,Иデ武 ,ボ ントクタデ,

シロバナサクラタデ  キンポウゲ科 :キ ンポウゲ科 sp

挙罐獣募ヨ箋緊批ぢ:脆ヴ
センダン科 :セ ンダン トチノキ科 :ト チノキ (果皮)

井戸 1最下面 ウリ科 :ヒ ョウタン

井 戸 1下 層 ウリ科 :メ ロン (裁培種 ?),ウ リ科 sp バラ科 :モ モ (裁培種)

井  戸  1
世中

イネ科 :イ ネ(?),オ オムギ,エ ノヨログサ,キ ンエノヨログサ,ア キエノコログサ,コ ツブキンエ

ノコロ,イ ネ科 sp

カヤツリグサ科:ホ タルイ|:力王ツ互変】,イ ヌホタルイ,ホ タルイ属
タデ科 :|ヤ ナギタデ|イ ヌタデ|タ デ属 (オ オイスタデ,ハ ルタデ ?サナギタデ?)|オオイヌタデ ,

零予栞偽↑ケ拿σチ牽う再環
?璃

毬 墨、'肥 ,裂
:解

め
アカザ科:シ ロザ(ア カザ?)キク科:夕 カサブロウ クワ科:〔カナムグョ,カ ジノキ属(コ ウブ?)

ナデンコ科 :ミ ドリハコベ|ツ メクサ,ナデシヨ科 sp        アカネ科 :ヤ エムグラ属

丁ニケ学急▼テ」ケサ    とイ,森粧 しも釜登種:を】,と ョウタン 宅写Si夢配
ナス科:Zコ ,イ ヌホウズキ スベリヒユ科:区

`〆

ヒヨ       ザクロソウ科:ザクロツウ
センダン科 :セ ンダン    モチノキ科 :ク ロガネモチ

溝 タデ科 :オオイスタデ アカネ科 :ヤ エムグラ属

溝 ンソ科 :ミ ブヨウジュ バラ科 :ア ズキナシ (木本)

イネ科の種類が比較的少なかったが,イ ネ,オ オムギなどの栽培種が出土している。最も種

類が豊富であったのはケデ科で,ヤ ナギタデ,イ ヌタデ,オオイヌタデが多量に出土した。カ

ヤツリグサ科ではウキヤガラとホタルイが多 く出土した。また,ウ リ科のヒョウタンやメロン

などの栽培種が多 く見られたのが特徴的であった。その他 ,シ ロザ,タ カサブロウ, ミドリハ

コベ,カ タバ ミ,イ ヌビユ,スベ リヒユ,ザ クロソウも多 く出土した。

註(1)『鹿田遺跡 4』 構内遺跡発掘調査報告第11冊 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター 1997
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1.イ ネ        (× 41)7.ホ タルイ  (× 50)13.
2 キンエノコロ   (× 59)8.イ ヌホタルイ (× 3.6)14.
3 コツブキンエノコロ (× 50)9.フ トイ    (× 69)15.
4.エ ノコログサ    (× 5,1)10 カヤツリグサ (× 7.9)16.
5,オオムギ     (× 50)■ .ウ キヤガラ  (× 33)17.
6.ス ゲ属       (× 43)12.ギ シギシ属  (× 33)18.
※出上1回体数の多かった種子については,複数イ回体を掲載した。

オオイヌタデ   (× 33)
オオイヌタデ    (X66)
イヌタデ      (× 46)
ボントクタデ    (× 42)
ヒメタデ(?)   (× 50)
シロバナサクラタデ (× 59)

写真10 鹿田遺跡第 6次調査出土種子(1)
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20.ケ キツネノボタン (× 6.9)26.タ カサブロウ  (× 33)

21.ミ ゾコウジュ  (× 40)27.モ モ(栽培種 ?)(× 1.7)

(× 66)28.ナ ワシロイチゴ (× 7.3)

(× 79)29.アズミナシ  (× 40)

24.イ ヌビユ    (× 72)30.カ ナムグラ  (× 3_3)

※出土個体数の多かった種子については,複数個体を掲載した。

写真11 鹿田遺跡第 6次調査出土種子(2)

as

(× 76)19.ヤナギタデ

22 ヒメジソ
23.ト ウバナ

(× 45)25 シロザ 31.カ ジノキ属  (× 46)
32 ミドリハコベ (× 6.6)

33.ツ メクサ   (× 14,2)

34.ヤ エムグラ属 (× 50)
35.エ ビヅル   (× 4,1)

36.サ ンシ ョウ  (× 33)
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47.

48.

49.

50.

51.

(× 64) 42.ヒ ョウタン (× 17)
(× 46) 43 チ ドメグサ属   (× 50)
(× 5_0) 44 イヌホウズキ  (× 92)

37.ヒ サカキ

38.カ タバ ミ

39.ツユクサ

40 メロン(栽培種 ?)(× 1,9)45 クコ      (× 50)
41.メ ロン(栽培種 ?)(× 3.3)46 ヒヨ ドリジョウゴ (× 6.9)
※出土個体数の多かった種子については,複数個体 を掲載 した。

写真12 鹿田遺跡第 6次調査出土種子(3)

スベ リヒユ  (× 66)
ザクロソウ  (× 58)
ヒノキ    (× 40)
セングン  (× 17)
クロガネモチ (× 5,0)
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